
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

はなのきタイムズ 

令和３年度 号外 

 いざ、聖地へ 二年越しの想いをのせて「ベスト８」  

野球部主将 ２年生 杉本 凌太郎 （東浦中学校） 

知多地区優勝という目標を掲げて、新チームがスタートしました。この目標を達成出来るように 

公式戦を意識した緊張感のある練習をしてきました。結果は、準優勝となってしましましたが、 

この悔しいという気持ちを忘れずに、今は野球が出来る事に感謝して、日々成長していきます。 
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ハンドボール男子 

知多地区選手権大会 優 勝 

ハンドボール女子 

知多地区選手権大会 準優勝 

吹奏楽コンクール県大会 奨励賞 

 

 ハンドボール部 男子部長 

２年 新美 侑也 （乙川中学校） 

 

僕たちは、夏休み中に２回の大会に

出場して、知多地区選手権夏季大会

では、優勝して秋季大会では、３位

という結果を残しました。先輩達が

引退してからの大会では、３位と順

位を落としてしまい、先輩達がいた

から東浦は強かった、と言われない

ためにも、次は、県大会出場を目標

にして、日々の練習を頑張っていき

ます。 

 
 

ハンドボール部 女子部長  

２年 杉浦 花香 （乙川中学校） 

 

私達は、今回の知多地区選手権で準優勝とい

う結果を残すことができました。 

部員が少なく、思うように練習ができないこ

ともありましたが、その分選手間で密にコミ

ュニケーションを取り、工夫して取り組めた

結果だと思います。次の目標は、知多地区で

優勝することです。仲間と共に、目標に向か

い努力をしていきます。 

 
 

 

 吹奏楽 部長 清水 愛子 

         （鳴海中学校） 

  

 私は、東浦高校の吹奏楽部に入って 

 良かったと思います。 

 夏の地区大会では、銀賞をいただき、 

 県大会へ出場することができました。 

 進んだ県大会では、奨励賞という結 

果を残すことができました。 

コロナ禍で大会を開催していただけた

ことに大変感謝しています。 


